
１．IT連盟が物流に関する規制改革を提言する意義
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IT連盟が物流に関する規制改革を提言する意義

ITの発展に伴い生じた物流業界の課題を、
ITを活用して解決する
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IT連盟が物流に関する規制改革を提言する意義：① ネットによる配送需要の急増
• Eコマースの急速な普及・進歩に伴い、自宅等への配送需要が増加。
• さらに、フードデリバリーやクイックコマース（食料品・日用品等を注文してから30分以内で届けるサービス）が台頭。
• ウィズ/アフターコロナにおいて生活様式が変化。買い物のオンライン化は定着、需要はさらに
高まっている。

⇒時期によっては配送の遅延等の問題が発生。
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出典）経経済産業省 商務情報政策局 情報経済課 2022年８月「令和３年度電子商取引に関する市場調査報告書」
https://www.meti.go.jp/press/2022/08/20220812005/20220812005-h.pdf

出典）ICT総研 2021年4月「2021年フードデリバリーサービス利用動向調査」
https://ictr.co.jp/report/20210405.html/出典）経済産業省「令和3年度デジタル取引環境整備事業（電子商取引に関する市場調査)」

https://www.meti.go.jp/press/2022/08/20220812005/20220812005.html

出典）ICT総研 2021年4月「2021年フードデリバリーサービス利用動向調査」
https://ictr.co.jp/report/20210405.html/

BtoC-EC市場規模の経年推移（単位：億円）

5年前の1.8倍

8年前の1.8倍



IT連盟が物流に関する規制改革を提言する意義：② 業界の人手不足が深刻化
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ドライバーの人手不足は長年の課題。
さらに、働き方改革関連法により2024年4月以降

• 自動車運転業務の時間外労働時間が年間
960時間に制限。

• 中小企業で月60時間を超える時間外労働の
割増賃金率が25％から50％へ引上げ。

• 貨物量が減り、収入が減少。
• 労働時間減少でドライバーの収入が減少。

⇒ラストワンマイル配送における自家用車活用は
運び手の確保につながる。



IT連盟が物流に関する規制改革を提言する意義：② 業界の人手不足が深刻化
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全産業平均より
約2割長い

5割以上の企業
が不足と回答

出典）経済産業省・国土交通省・農林水産省 2022年9月「我が国の物流を取り巻く現状と取組状況」https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/sustainable_logistics/pdf/001_02_00.pdf



IT連盟が物流に関する規制改革を提言する意義：② 業界の人手不足が深刻化
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出典）経済産業省・国土交通省・農林水産省 2022年9月「我が国の物流を取り巻く現状と取組状況」https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/sustainable_logistics/pdf/001_02_00.pdf
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